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世
界
経
済
の
政
治
的
ト
リ
レ
ン
マ

石

川

幸

一

（
ア
ジ
ア
研
究
所
特
別
研
究
員
）

ダ
ニ
・
ロ
ド
リ
ッ
ク
は
、
ト
ル
コ
出
身
の
経
済
学
者
で
プ
リ
ン
ス
ト

ン
高
等
研
究
所
教
授
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

世
界
的
に
著
名
な
論
客
で
あ
り
、
多
く
の
著
作
・
論
文
が
あ
る
。
日

本
で
は
『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ラ
ド
ク
ス
』、『
エ
コ
ノ
ミ
ク

ス
・
ル
ー
ル
』、『
貿
易
戦
争
の
政
治
経
済
学
』
の
三
冊
が
出
版
さ
れ
て 

い
る１

。
本
稿
で
は
、「
世
界
経
済
の
政
治
的
ト
リ
レ
ン
マ
説
」
に
焦
点

を
あ
て
、『
貿
易
戦
争
の
政
治
経
済
学
』
を
中
心
に
他
の
著
作
も
参
照

し
な
が
ら
ロ
ド
リ
ッ
ク
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
を
検
討
し
た
い
。

世
界
経
済
の
政
治
的
ト
リ
レ
ン
マ

ロ
ド
リ
ッ
ク
の
主
張
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
世
界
経
済

の
政
治
的
ト
リ
レ
ン
マ
」
で
あ
る
。
ハ
イ
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
民
主
主
義
、
国
民
国
家
（
国
家
主
権
、
国
民
的
自
己
決
定
）

の
三
つ
を
同
時
に
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
三
つ
の
中
か
ら
二
つ

を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
ト
リ
レ
ン

マ
が
わ
か
り
や
す
い
事
例
は
Ｅ
Ｕ
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
は
民
主
主
義
を
堅

持
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
政
治
的
統
合
に
乗
り
出
す
か
、
あ
る
い
は
経

済
的
統
合
を
後
退
さ
せ
る
（
経
済
の
分
割
、
通
貨
統
合
を
あ
き
ら
め

る
）
の
か
、ど
ち
ら
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
て
い
る
。

な
ぜ
、
ト
リ
レ
ン
マ
と
な
る
の
か
。
ハ
イ
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
下
で
は
、
自
由
な
貿
易
、
外
国
投
資
、
資
本
の
流
入
を
実

現
す
る
こ
と
が
優
先
的
な
政
策
目
標
と
な
る
。
政
策
は
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
の
要
求
に
指
図
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
民
主
的
な
目
標
が
市
場
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の
信
認
を
得
る
こ
と
に
置
き
換
わ
る
。
民
主
的
な
集
団
が
国
民
経
済

の
決
定
関
与
す
る
こ
と
は
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
ハ
イ

パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
民
国
家
を
両
立
で
き
る
の
は
、

民
主
主
義
で
な
い
場
合
だ
け
と
な
る
。

ロ
ド
リ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
民
主
主
義
の
両
立
は
、
国
民
国
家
を
超
え
た
民
主
的
政
治
体
（
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
に
よ
り
可
能
に
な
る
。
具
体
的
に
は
グ

ロ
ー
バ
ル
連
邦
主
義
で
あ
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
は
世
界
は
国
に
よ
る
多
様
性
が
あ
り
過
ぎ
る
た
め
共
通
ル
ー
ル
に

よ
る
統
治
は
実
現
不
可
能
な
だ
け
で
な
く
、
望
ま
し
く
な
い
と
論
じ

て
い
る
。

依
然
と
し
て
重
要
な
国
民
国
家

ロ
ド
リ
ッ
ク
は
、
国
民
国
家
は
不
可
欠
で
あ
り
民
主
主
義
は
グ
ロ

ー
バ
ル
な
規
範
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
断
念
す
べ
き
は
ハ
イ
パ

ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
。
ロ
ド
リ
ッ
ク
に
よ
る
と
国

民
国
家
は
、
依
然
と
し
て
健
在
で
あ
り
、
市
場
が
機
能
す
る
に
は
欠

か
せ
な
い
。
市
場
が
機
能
す
る
に
は
、
輸
送
・
通
信
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
へ
の
投
資
、
契
約
の
履
行
、
詐
欺
の
防
止
、
情
報
の
提
供
、
安

定
し
信
頼
で
き
る
貨
幣
な
ど
の
交
換
手
段
、
富
の
分
配
な
ど
の
取
決

め
な
ど
の
制
度
が
必
要
で
あ
る
。
市
場
は
市
場
以
外
の
制
度
に
依
存

し
て
お
り
、
そ
の
制
度
は
国
家
が
作
る
か
ら
だ
。

国
民
国
家
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の
発
展
を
容

易
に
し
て
き
た
側
面
も
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
と
健
全
な
国
内
政
策
の
両
立
は
二
つ
の
緊
張
関
係
を
う
ま
く
制

御
で
き
る
か
に
依
存
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
は
市
場
優
先
の

方
向
に
大
き
く
動
き
、
ハ
イ
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
す

な
わ
ち
貿
易
と
資
本
の
移
動
を
妨
げ
る
あ
ら
ゆ
る
取
引
コ
ス
ト
を
取

り
除
く
こ
と
に
邁
進
し
た
。
そ
の
結
果
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
が
未
整
備
な
ま
ま
国
内
の
統
治
機
構
が
弱
体
化
し
て
し
ま
っ
た
。

国
内
の
政
治
的
議
論
や
政
治
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
ば
な
い
超

国
家
的
領
域
に
ル
ー
ル
作
り
を
押
し
付
け
た
た
め
、
民
主
主
義
の
欠

如
、
国
民
の
声
や
説
明
責
任
を
蔑
な
い
が
し

ろ
に
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
国

民
の
不
満
が
爆
発
し
た
。

ロ
ド
リ
ッ
ク
は
、
ハ
イ
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
効
か
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
市
場
統
合
の
範
囲
を
拡

大
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
選
好
の
多
様
性
を
無
視
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ル
ー
ル
を
導
入
し
、
世
界
や
地
域
レ
ベ
ル
で
の
ガ
バ
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ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
確
立
し
て
い
な
い
の
に
国
民
国
家
を
軽
視
す

る
」
と
い
う
間
違
い
を
犯
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

ロ
ド
リ
ッ
ク
の
説
明
は
、
欧
州
に
お
け
る
反
Ｅ
Ｕ
政
党
の
伸
長
、

米
国
第
一
主
義
を
唱
え
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
を
公
約
に
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
当
選
な
ど
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
流
れ
を
生
ん
だ
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
理
解
す
る
う
え
で
有
用
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
に
始
ま
る
ハ
イ
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

世
界
経
済
の
政
治
的
ト
リ
レ
ン
マ
の
帰
結
は
ハ
イ
パ
ー
・
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
否
定
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ロ
ド
リ
ッ
ク
は
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

問
題
は
ど
の
程
度
ま
で
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
容
認
す
る
か
、

す
な
わ
ち
賢
明
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
何
か
で
あ
る
。

ロ
ド
リ
ッ
ク
は
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
＝
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
体
制
と
高
く
評

価
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
貿
易
自
由
化
と
金
融
自
由
化
は
行
き
過
ぎ
と

考
え
て
い
る
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
＝
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
体
制
で
は
、
経
済
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
低
い
レ
ベ
ル
に
と
ど
め
、
民
主
主
義
の
中

心
的
な
場
と
し
て
国
民
国
家
が
機
能
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
体
制
で
は
、

貿
易
に
お
け
る
国
境
障
壁
を
除
去
し
、
全
て
の
貿
易
相
手
国
を
平
等

に
扱
う
（
最
恵
国
待
遇
）
限
り
、
各
国
は
自
分
達
の
や
り
方
を
追
求

す
る
こ
と
に
よ
り
多
様
な
発
展
が
可
能
だ
っ
た
。
資
本
移
動
の
規
制

は
維
持
さ
れ
た
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
底
流
に
流
れ
る
基
本
哲

学
は
、
国
家
は
自
国
の
経
済
を
管
理
し
、
自
国
の
社
会
契
約
を
保
護

す
る
こ
と
の
で
き
る
政
策
の
裁
量
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
資

本
規
制
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
制
度
に
固
有
な
制
度
と
み
な
さ
れ
て

い
た
。

ハ
イ
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
貿
易
分
野
の
最
大
の
成

果
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
創
設
で
あ
り
、
農
業
、
サ
ー
ビ
ス
、
補
助
金
、
知
的

財
産
権
、
衛
生
・
植
物
検
疫
な
ど
国
内
の
政
策
領
域
と
考
え
ら
れ
て

い
た
分
野
に
ま
で
適
用
範
囲
を
広
げ
た
。
金
融
で
は
資
本
移
動
の
自

由
が
例
外
で
は
な
く
標
準
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
が
未
整
備
な
ま
ま
国
内
と
の
統
治
機
構
が
弱
体
化
し

た
。
国
内
の
金
融
を
管
理
し
て
き
た
制
度
が
世
界
レ
ベ
ル
で
整
備
さ

れ
て
お
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
は
世
界
を
不
安
定
化
し
、
定
期
的

に
大
規
模
な
危
機
を
引
き
起
こ
す
元
凶
と
な
っ
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
は
行
き
過
ぎ
か

金
融
自
由
化
が
行
き
過
ぎ
だ
っ
た
こ
と
は
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
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ア
通
貨
経
済
危
機
、
二
〇
〇
七
年
の
世
界
金
融
危
機
な
ど
大
規
模
な

金
融
危
機
が
起
こ
り
、
多
く
の
国
が
破
綻
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
二
〇
一
二
年
に
資
本
規
制
を
承
認
し
、
国
境
を

ま
た
ぐ
資
金
フ
ロ
ー
に
課
税
な
ど
に
よ
る
制
限
を
認
め
る
と
い
う
画

期
的
な
方
針
転
換
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
も
金
融
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
行
き
過
ぎ
だ
っ
た
と
い
う
ロ
ド
リ
ッ
ク
の
主
張
は
説
得
力

が
あ
る
。
労
働
移
動
に
つ
い
て
は
、
ロ
ド
リ
ッ
ク
は
小
規
模
に
拡
張

し
契
約
期
間
終
了
後
に
確
実
に
帰
国
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
唱
し
て

い
る
。

そ
れ
で
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
で
の
貿
易
自
由
化
は
行
き
過
ぎ
な
の
か
。

ロ
ド
リ
ッ
ク
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
で
評
価
し
て
い
る
の
は
紛
争
解
決
機
能

の
強
化
だ
け
で
、そ
の
他
の
分
野
は
評
価
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、

農
業
、
繊
維
、
サ
ー
ビ
ス
を
自
由
化
の
対
象
と
し
た
こ
と
を
批
判
し

て
い
る
。
知
的
財
産
権
協
定
に
つ
い
て
は
、
外
国
技
術
の
コ
ピ
ー
は

経
済
的
な
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
原
動
力
な
の
に
途
上
国
の
コ
ピ
ー
能

力
を
著
し
く
損
な
う
と
論
じ
て
い
る
。

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
体
制
で
農
業
や
繊
維
の
自
国
市
場
を
保
護
し
て
き
た
の

は
主
に
先
進
国
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
産
業
は
途
上
国
の
主
要
産
業
で

あ
り
、
途
上
国
は
農
業
や
繊
維
の
自
由
化
を
求
め
て
き
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ

の
自
由
化
に
よ
り
先
進
国
は
安
価
な
農
産
品
や
衣
類
を
入
手
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
と
も
に
途
上
国
の
農
産
品
や
繊
維
の
輸
出
は
拡
大
し

経
済
発
展
に
寄
与
し
た
。
先
進
国
で
は
、
競
争
に
直
面
し
た
企
業
や

事
業
者
は
高
付
加
価
値
化
や
海
外
進
出
に
活
路
を
求
め
る
と
と
も
に

農
業
で
は
関
税
に
よ
る
保
護
か
ら
直
接
支
払
い
に
移
行
し
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
こ
ろ
か
ら
情
報
通
信
技
術
の
急
速
な
進
歩
に
よ
り
サ
ー

ビ
ス
の
貿
易
化
革
命
が
生
じ
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化
に
よ
り
新
し
い

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
国
境
を
越
え
て
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ロ
ド
リ
ッ
ク
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
的
厚
生
を

追
求
し
た
結
果
で
は
な
く
、
理
に
さ
と
い
多
国
籍
企
業
の
政
治
力
の

結
果
と
評
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
工
業
品
市
場
の
開
放
を

求
め
な
が
ら
農
産
品
市
場
や
繊
維
市
場
の
保
護
を
続
け
た
先
進
国
の

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
是
正
し
、
越
境
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
形
態
の
国
際
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
不
備

を
是
正
し
、
新
た
な
経
済
実
態
に
適
応
し
た
体
制
と
評
価
で
き
、
ロ

ド
リ
ッ
ク
の
評
価
は
一
方
的
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

ト
リ
レ
ン
マ
は
普
遍
的
に
成
り
立
つ
の
か

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
体
制
は
関
税
と
い
う
国
境
措
置
の
自
由
化
を
行
な
っ
て

き
た
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
は
サ
ー
ビ
ス
、
規
格
・
基
準
、
知
的
財
産
権
な
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ど
国
内
規
制
を
対
象
と
し
て
い
る
。
近
年
の
経
済
統
合
も
同
様
で
あ

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
国
有
企
業
の
規
制
、
環
境
基
準
や
労
働
基
準
に
ま

で
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
。
経
済
政
策
や
国
内
制
度
は
国
際
的
な
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
や
ル
ー
ル
に
従
い
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
国
政

府
の
権
限
や
機
能
は
制
約
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ロ
ド
リ
ッ
ク
の
論

理
で
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
府
の
意
思
で
は
な
く
、
国
際
機
関
や

国
際
協
定
で
国
内
経
済
政
策
が
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
民

主
主
義
が
機
能
し
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ト
リ
レ
ン
マ
説
は
魅
力
的
な
説
で
あ
り
、
日
本
で
も
こ
の
説
を
援

用
し
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
論
じ
る
研
究
者
や
論
者
が
増
え
つ

つ
あ
る
が
、
普
遍
的
に
成
立
す
る
か
は
疑
問
が
あ
る
。
ハ
イ
パ
ー
・

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
に
よ
る
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
を
ハ
イ

パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
を
は

じ
め
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
な
ど
ハ
イ
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
民
主
主
義
、

国
民
国
家
の
三
つ
が
同
時
に
実
現
し
て
い
る
国
は
少
な
く
な
い
し
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
か
ら
脱
退
し
た
国
も
な
い２

。

こ
れ
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
が
全
体
と
し
て
は
国
益
に
沿
う
と
過
半
の
国

民
が
支
持
し
た
こ
と
に
加
え
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ル
ー
ル
は
、
原
則
を
縦
糸

と
し
例
外
を
横
糸
と
す
る
織
物
に
似
た
柔
軟
な
構
造
と
な
っ
て
い
る

た
め
で
あ
る３

。

ロ
ド
リ
ッ
ク
は
、
民
主
主
義
で
な
い
国
は
国
際
経
済
秩
序
に
お
い

て
は
民
主
国
家
と
同
じ
権
利
や
特
権
を
期
待
で
き
な
い
と
論
じ
、
非

民
主
主
義
国
へ
の
通
商
面
で
の
差
別
を
是
認
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

第
二
次
大
戦
後
の
自
由
貿
易
体
制
の
基
本
ル
ー
ル
で
あ
る
無
差
別
原

則
に
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
差
別
さ
れ
た
国
の
報
復
に
よ
り
貿
易
戦

争
を
招
来
し
か
ね
な
い
危
険
な
考
え
で
あ
る
こ
と
を
最
後
に
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

注１ 

柴
山
桂
太
・
大
川
良
文
訳
（
二
〇
一
三
）『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
パ

ラ
ド
ク
ス
』
白
水
社
、岩
本
正
明
（
二
〇
一
九
）『
貿
易
戦
争
の
政
治
経
済
学
』

白
水
社
、柴
山
桂
太
・
大
川
良
文
訳
（
二
〇
一
八
）『
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
・
ル
ー
ル
』

白
水
社
。

２ 

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
か
ら
の
脱
退
に
つ
い
て
発
言
し
て
い
る
。

３ 

小
室
程
夫
（
二
〇
〇
三
）『
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　

国
際
経
済
法
入
門
』
日
本
経
済

新
聞
社
、
一
九
頁
。


